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 平成２３年３月１１日１４時４６分マグニチュード９．０の地震が発生した。発生時は

当番勤務であり、庁舎１階の書庫で台帳整理をしていた。すると突然、自分の携帯電話が

鳴った。マナーモードであるはずなのに、なぜ音が出るのか不思議だったが、それが今で

は聞き慣れた「緊急地震速報」のアラーム音だと理解したのと同時に、大きな揺れが自身

を襲った。咄嗟に前庭に駆け出すと、当日の勤務者全員が揺れの大きさを探っている様子

であった。 

地震対策計画に基づく初動体制を取るべく消防車両を移動しようと車庫に目を向けると、

十分な間隔が保たれているはずの車両が、今にも接触するかのように揺れていた。誰かが

「危険だから車両に近づくな」と叫び、自分はただ揺れが収まるのを待った。訓練塔では、

鉄骨同士がぶつかる鈍い音が発せられ、まるで危険を知らせる「警報音」の様だった。 

一向に収まる気配を見せない地震も数分経過すると、徐々に揺れが小さくなった。数名

の職員が車庫に走り、車両を出そうとした際にポンプ車同士が接触した。私も細心の注意

をはらい救助工作車と化学車を車庫前へ移動したが、化学車は積載水の影響か停車しても

なお揺れていた。車両から降りると揺れは収まっていた。 

 事務室に入るとロッカーに収納されていた防火対象物の台帳が床一面に散らばっていて、

地震の大きさ、そして激しさを再認識した。 

 直ぐに、救助事案の指令を口頭で受け出動したが、意外なことに出動途上の道路に亀裂

などは確認されず、信号は正常に点灯していた。規則正しく走行する他の車両を見て、「あ

の揺れは夢だったのか」と不思議な感覚になった。しかし、道路沿いの自動車販売店ショ

ーウィンドーが割れ、ガラスが道路上にまで散乱しているのを目にして直ぐに現実に連れ

戻された。同乗していた隊長と交わした「今日は長い一日になりそうだな」という言葉が

忘れられない。 

 救助現場に到着すると、老人男性が倒壊した石蔵の下敷きになっていた。老人の言葉が

聞き取れ、「生きている」と理解できた。見ると、そこに停めていたであろうオートバイが

石蔵の門扉を支柱の様な形で支え、老人はそこに出来た僅かな空間に閉じ込められていた。

救出方法は、付近で作業をしていた作業員と小型パワーショベルの協力で石柱と門扉を支

え、自身が空間内に進入し、抱きかかえで老人を救出した。その後、救急車が到着し傷病

者を引き継いだ。これが「長い一日」の最初の救出者である。使用資機材を収納している

と、警察官が到着し、「１０ｍの大津波警報が発表されました」と伝えてきた。そこで初め

て本震災で最大の被害を及ぼした「津波」の存在を知ったが、まだ現実味は抱けなかった。 

 帰署途上、津波の警戒として沿岸部を経由するルートを隊長に提案したが、第二の出動



 

写真１ 老人保健施設の被災状況 

（３月１１日撮影） 

に備えるべく、帰署に向った。 

振り返ると、この決断で自分が生きているのかと考える事がある。また、現場の石蔵に

も津波が押し寄せたのが後日確認できた。 

無線で他所属が津波警戒として活動中であることは伺えたが、混信はしていなかった様

に記憶している。「津波到達」との無線を傍受し、海岸部を見ると、地を這う黒い水と防潮

林を遥かに越える白い波しぶきが遠くからでも確認でき、それが「大津波」であると初め

て認識すると同時に、海側を避け緊急走行で山側へと進路を変更した。途中、地震の影響

で踏切が通行制限されていたため、更に進路を変えた。 

 車両拡声器で「津波到達」を周知しながら走行し、車両内から東方の海側を目視すると、

家屋どころか木々も消え去り、海と陸の境界線が無くなっていた。 

「老人保健施設で津波被害、

傷病者多数」との無線を傍受

し、本部からも出動指令を受

けたが、現場到着を試みるも、

津波による瓦礫と倒木によっ

て通行できず、最終的には現

場のかなり手前の部署となっ

た。海岸から約２Km 離れた

老人保健施設では、既に先着

隊が活動中であったため、救

助隊は「車両内に３名の要救

助者発生」との指令を受け、

付近の捜索を実施する。津波

によって大量の海水が溢れ、膝上まで達したそれは黒く濁り、道路の境界が全く分からな

い状況だった。流れていた木材を手に取り、地面を突きながら進み、呼びかけながら捜索

を行った。しかし、該当すると思われる車両は見当らなかった。 

打上げられた海水に反射する茜色を見て、時刻が夕方であることに気付いた。    

すると、そこで同じ隊の隊員が思わぬ発言をする。「家が無くなっている」。彼は、遥か

海側を見て海岸から数十メートルという距離に妻、子供、両親、祖母と暮らしていた自宅

があり、その家が無くなっている事に、この時気付いたのである。家族の安否は確認でき

ず、また彼は、地震発生当初、ポンプ車の接触事故を起こしていたので、私は注意力散漫

による本人の二次災害を懸念した。幸い、家族は全員無事で本人の事故も無かった。 

 車両内の要救助者の捜索は発見に至らず、老人保健施設での救助活動に移った。途中、

施設入居者と思われる数名が泥に塗れた状態で発見できたが、既に死亡していた。私自身

が初めて経験したトリアージだった。 

「トリアージ：黒」を通り過ぎ、老人保健施設へ到着すると、別な隊長が道路西側に流



された傷病者のトリアージを行っていた。カラーは「黒」、道路を境に西側は幾分高台であ

ったにもかかわらず、そこまで津波が達していた事に驚いた。ここまで「トリアージ：黒

」と判断した傷病者は、私の手元の記録では８名だった。 

 老人保健施設内は津波で流された瓦礫と木々で埋もれ、内部が見渡せない状況であった。

付近に駐車していたであろう車両が、窓から施設内に突き刺さっていた。 

火災は発生していなかったが、スプリンクラーヘッドから水が噴き出し、自動火災報知

設備の警報音が鳴り響いていた。駐車場で横転した普通乗用車の中に老人女性が１名おり、

中に進入し救出、担架で搬送した。その後、付近の捜索を実施し、周囲が暗くなり始めた

頃、「津波接近」との情報が無線で知らされ、急ぎ消防署へ引揚げた。 

 帰署後、再度、倒壊家屋で脱出困難者数名との救助指令を受け出動する。周囲はすっか

り夜の闇が覆い、照明が無ければ活動は難しい状況になっていた。水位は膝まで達してい

て、自力歩行可能の傷病者は足元へ十分配慮し、前後に活動隊が付く事で救出できたが、

担架で救出する場合は、両手が塞がれた状態にもなり、歩くのに不安だった。ここで２名

を救出し、救助隊は付近の捜索を実施後、現場を引揚げた。 

 帰署後、自分の濡れた活動服や編上げ靴を交換して、夕食をとったところで「津波で流

された車両に３名取り残されている」との救助指令を受け、救助隊５名で出動する。南に

位置する小高分署へ到着し情報を得た後、現場へ向かうも津波による倒木で車両が進入で

きない状況であったが、その都度、用手でそれを避けながら車両の進入路を確保した。 

 現場に到着したところで、道路脇の２階建て住宅から助けを呼ぶ声がしたため、初めに、

そこから３名を救出し、小高隊へ引き継いだ。車両内に取り残された者は、救助工作車が

部署した位置から更に離れた地点である事が分かったが、道路を完全に塞ぐ状態でコンテ

ナがあり、徒歩で目的地へ向うことになった。情報では、水が溜まった水田で車の上から

助けを求める傷病者が１名、津波で流された車両内に３名、津波で倒壊した飲食店の内部

に２名であった。 

 水田内の車両上から助けを求める声は、私も聞き取れ、隊長が直ぐに助けに行く旨を伝

えた。水深が予想以上に深く、夜間ということもあり冷たさが身にしみたことを記憶して

いる。ボートを手配し、その間は別な要救助者の救出に向った。飲食店に取り残された要

救助者２名は、老人女性１名と成人男性１名であった。消防団員も現場に駆けつけていた

ため、相互に協力しながら飲食店の２名を救出した。 

 次に車両内部に取り残された３名の救出では、ガラス破壊器具で後部ドアを開放し、救

出した。３名の内訳は、成人女性１名（母親）と小学生女児２名（姉妹）であり、海に近

い地区で津波に巻き込まれ、そこからはかなり離れた場所に、奇跡的に漂着したとのこと

であった。津波は３回到達したと女児は証言した。救急隊が到着するまで救助工作車内で、

救出した５名を収容し、その後、救助隊は水田内の要救助者の位置を特定し、到着したボ

ートに４名が乗船した。ボートには確保ロープを結び、呼子で信号の確認を全員で実施し

た後、私は左舷オールを担当した。水深は約１ｍあった。要救助者は車両が水没してしま



ったため、車両屋根で助けを求めている状態であった。気温が低く、衣類も濡れていたた

め、低体温状態に陥り意識が朦朧としている状況で助けを求めていた。ボートに収容後は、

予め確認していた呼子の信号で「引け」を合図し、陸側からの牽引でボートを引き寄せ救

出した。震災発生後から続く救助活動で１３番目の救出者であった。 

 南相馬消防署に帰署後、時計を見ると日付は替わり時計の針は午前０時３０分を示して

いて、大変驚いた。夜間は、火力発電所内部で発生した火災に第一隊が出動し、私は１２

日の早朝４時からの第二隊として出動した。 

 私は、今回の震災後約１カ月の自身の活動を簡単に記録していたので、当日の対応を振

り返る際に役立ちました。３月１１日以後も、火力発電所で発生した２件の火災出動や、

管内の他所属でのボートを使用した捜索活動、更には、緊急消防援助隊の受援活動に従事

しましたが、訓練では体験出来ない事や様々な障害がありました。 

しかしながら、震災当日を振り返り、それぞれ異なる場所で１３名もの生存者を救助出

来たのは、今後の私の消防人生の中で大きな、そして貴重な経験です。 

我々、相馬地方広域消防は地震、津波、火災、そして今なお続く原子力災害に直面し、

まさに世界最大の災害を体験している消防機関と言っても過言ではないでしょう。この災

害を必ずや乗り越え、再び「安全で安心な地域づくり」のため尽力して行く気持ちです。 

また、この記録は来たるべき復興後の相馬地方広域消防にとっても貴重な資料となり、

次の防災を担う世代に語り継がれていくことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真２ 相馬地方広域消防本部・南相馬消防署全景 

（３月１２日撮影） 


